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要 旨
看護学を学ぶ男子学生は，しばしば学生生活上の困難を経験することから，「政府統計の窓口」に公表されてい
る資料を元に，最近数年間の大学・短期大学３年課程・看護師３年課程それぞれにおいて，入学者がストレートで
卒業する割合などを，男女別に推定した．いずれにおいても，卒業者およびストレートで卒業した者における男子
学生の割合は有意に少なく，卒業延期者や前年度卒業延期者においては，男子学生の割合は有意に多かった．男子
学生のストレート卒業率は，大学で８７．１％，短期大学３年課程では７９．３％，看護師３年課程では７７．７％で，いずれ
も女子学生より有意に低かった．男子学生に対しては，教員や職員の様々な支援が必要であると考えられた．
キーワード
看護学校，政府統計の窓口，卒業，男子．
緒言
男性と女性の労働や社会における役割の平等化を目
指して，１９８５年には男女雇用機会均等法が，１９９９年に
は男女共同参画社会基本法がそれぞれ制定されたが，
この流れを受けて保健師助産師看護師法も改正さ
れ，２００２年３月からは性別に関係なく「看護師」との
名称が用いられるようになった．このような社会改革
の効果もあって，従来，女性がほとんどであった看護
の場において，男性看護師が活躍する場面は拡大しつ
つあり，各種の学校において看護学を学ぶ男性は従来
よりは多くなっている．
ところが，現在に至るまで，大学においても専門学
校においても，看護学生の大部分は女性であって，男
性の看護学生（以下，男子学生）は，そのような中で，
他の学科や学部などでは見られないような困難な状況
に置かれていることが少なくなく１３），そのことが学
業を完遂し得ない事態を招く場合すら見受けられる．
本論文においては，政府が公表している資料から，
大学・短期大学３年課程・看護師３年課程の３種類の
養成所において，４年間または３年間で卒業する割合
などを男女別に検討した．
資料および方法
インターネット上の「政府統計の窓口」の中の「看
護師等学校養成所入学状況及び卒業生就業状況調査」
http：／／www．estat．go．jp／SG１／estat／List．do?lid＝
０００００１１０２７９８によった．ここには２００７年度から２０１２年
度までの資料がエクセルの形式で示されている．この
ため今回の計算はすべてエクセルにより行った．この
資料のうち，「入学者数」「卒業者数」「卒業延期者
数」「前年度卒業延期者数」の数字を使用し，「大学」，
「短期大学３年課程」および「看護師３年課程」につ
いて検討した．
この資料において，「２０１２年度」の卒業として表示
されているのは，調査が４月から６月にかけて行わ
れ，かつ「２０１２年度の資料」として２０１２年１１月１４日に
公表されていることから，２０１２年３月に卒業した者の
ことである．「２００８年度」の入学として表示されてい
るのは，同様の理由により，２００８年４月に入学した者
のことである．
大学については，例えば２０１２年度に卒業した者に対
しては，２００８年度の入学者数と２０１０年度の編入入学者
数を合計した数を，短期大学３年課程および看護師３
年課程については，例えば２０１２年度卒業に対しては
２００９年度の入学者数を，それぞれ対応させた．また，
元の資料には，総数と男子の数が示されているので，
女子の数はこれらの差とした．
大学では４年間で，短期大学３年課程および看護師
３年課程では３年で卒業（ストレート卒業）した者の，
当初の入学者数における割合を求め，これをストレー
トで卒業した数の，入学者数に対する割合とした．
例えば，２０１２年度の前年度卒業延期者数と２０１１年度
の卒業延期者数との差は，２０１１年度の卒業延期者のう
ち，２０１２年度に卒業した者の数を表している．短期大
学３年課程の，２０１１年度の卒業延期者数は２０１人，２０１２
年度の前年度卒業延期者数は１６６人であったから，こ
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の差の３５人は２０１２年度に卒業したと見なした（現実に
は，この３５人の中には，退学した者がいる可能性があ
るが，その数はそれほど多いとは考えられないため，
今回は無視した）．この数を２０１２年度の卒業者数１９４７
人から差し引いたものを，ストレートで卒業した人数
（１９１２人）とした．この値を２００８年度入学者数２２６１人
で割った８４．６％を，２００８年度に短期大学３年課程に
入学した者がストレートで卒業した割合（ストレート
卒業率）とした．
このようにして算出した数字を，大学では２０１１・
２０１２年度の２年間の卒業につき，短期大学３年課程お
よび看護師３年課程では，２０１０・２０１１・２０１２年度の３
年間の卒業につき，それぞれ通算した．χ２検定を使用
して，男女の差を検討した．
結果
１．男女を合わせた全体の中で男子学生が占める割合
を指標とする検討
表１・２・３に大学・短期大学３年課程・看護師３
年課程の結果をそれぞれ示す．入学時に男子学生の占
める割合は，それぞれ１０．２％，９．６％，１２．０％であっ
た．もし，男女の間において，卒業までに差が生じな
かったとすれば，卒業者，卒業延期者，前年度卒業延
期者，卒業延期から次年度に卒業した者の中において
男子学生が占める割合は，入学時と同じとなるはずで
ある．例えば，表１の「大学」において，入学者に占
める男子の割合は１０．２％であったから，その１行下に
ある卒業者数の総数２７５０９に，１０．２％を掛けて得られ
る２７９３．２が男子の期待値となる．実際の卒業者数は
２６２２であったから，期待値と実測値を使用して，χ２検
定を行うと，χ２値は１０．５となる．他の項目について
も，また，短期大学３年課程・看護師３年課程につい
ても同様の計算を行ったが，いずれの養成所において
も，卒業者およびストレートで卒業した者における男
子学生の割合は有意に少なく，卒業延期者，前年度卒
業延期者および卒業延期から次年度に卒業した者にお
いては，男子学生の割合は有意に多かった（すべて P
＜０．０１）．
２．ストレート卒業率
次に，男子・女子それぞれの中においてストレート
卒業率を算出したところ，男子学生のストレート卒業
率は，大学では８７．１％であったが，短期大学３年課程
では７９．３％，看護師３年課程では７７．７％と，８割を
切っていた．これに対し，女子学生は，大学・短期大
学３年課程・看護師３年課程の順にストレート卒業率
は低下したものの，いずれも９割前後の数字であっ
て，男子学生より差は小さかった．いずれの学校にお
いても，男子学生のストレート卒業率は，女子学生よ
り有意に低かった（すべて P＜０．０１）．
総数 男子 女子 男子の割合（％）
２００７～２００８年度入学者数＋２００９～２０１０年度編入入学者数 ２９２８０ ２９７３ ２６３０７ １０．２
２０１１～２０１２年度卒業者数 ２７５０９ ２６２２ ２４８８７ ９．５＊
２００１０～２０１１年度卒業延期者数 １５４４ ３４８ １１９６ ２２．５＋＊
２０１１～２０１２年度前年度卒業延期者数 １４４１ ３１５ １１２６ ２１．９＋＊
２０１０～２０１１年度卒業延期から２０１１～２０１２年度に卒業した者の数 １０３ ３３ ７０ ３２．０＋＊
２０１１～２０１２年度卒業生のうち４年で卒業した者の数 ２７４０６ ２５８９ ２４８１７ ９．４＊
２００７～２００８年度入学者数に占める割合（％） ９３．６ ８７．１ ９４．３＊
＋＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に多い
＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に少ない
総数 男子 女子 男子の割合（％）
２００７～２００９年度入学者数 ６５２８ ６２９ ５８９９ ９．６
２０１０～２０１２年度卒業者数 ５７６８ ５１２ ５２５６ ８．９＊
２００９～２０１１年度卒業延期者数 ５１２ ８４ ４２８ １６．４＋＊
２０１０～２０１２年度前年度卒業延期者数 ４５０ ７１ ３７９ １５．８＋＊
２００９～２０１１年度卒業延期から２０１０～２０１２年度に卒業した者の数 ６２ １３ ４９ ２１．０＋＊
２０１０～２０１２年度卒業生のうち３年で卒業した者の数 ５７０６ ４９９ ５２０７ ８．７＊
２００７～２００９年度入学者数に占める割合（％） ８７．４ ７９．３ ８８．３＊
＋＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に多い
＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に少ない
表１．２０１１～２０１２年度卒業の通算結果，大学
表２．２０１０～２０１２年度卒業の通算結果，短期大学３年課程．
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３．２００７～２０１２年度入学者の年齢分布
表４に２００７～２０１２年度入学者の年齢分布を示す．大
学・短期大学３年課程・看護師３年課程いずれにおい
ても，男子学生は２０歳代および３０歳代が有意に多かっ
た．
考察
この方法には，最終学年以前に留年した者の数が考
慮されていないが，元となった資料からは，この数字
を推定できない（各年の在学者数の数字があれば，各
年の入学者数は掲載されているため，推定は可能であ
るが，この数字もない）．従って，実際のストレート
卒業率は，今回の方法で算出した数字より数％低いと
考えられる．
大学において，編入生単独の卒業数が示されていな
かったため，今回は一般入学生と編入生を合計した
が，入学した編入生は１８３７人であって，全体の約６％
しかいないため，比較的留年や退学が比較的少ないと
考えられる編入生が，今回の結果に及ぼす影響は小さ
いと考えられる．
今回の検討は，男女を合わせた全体の中で男子学生
が占める割合についてのもの（横断的な検討）と，入
学した男子・女子それぞれの集団のどれほどがスト
レートで卒業したか（コホート調査的な検討），の２
つの方向で行ったが，いずれの検討においても，男子
学生が女子学生より進級や卒業が遅れがちであること
が示された．
松田ら４）は，男子看護学生の経験として，「女子学
生との交流に困惑する」「常に寂しさや孤独感を感じ
る」「女子学生とは異なる配慮や待遇を受ける」など，
ネガティブな経験が少なくないことを指摘している．
また，飯高・多喜田１）は，８名の男子学生に対し面接
を行って，男子学生は「少人数のために肩身が狭いと
感じた」「演習や実習では性差を意識する場面が多く
…不安や葛藤を体験した」と報告している．この研究
の対象となった８名の男子学生は大学の４年生であっ
たから，それまでに退学などを経験せずに４年まで進
級できた，いわば「それまでの淘汰の試練に耐えて生
き残った」者であるため，精神的に強い者のみが選択
されたというバイアスが存在すると考えられる．にも
拘わらず，相当な困難を感じているという結果が得ら
れたことから，当初入学してきた男子学生の集団全体
として考えると，つまり「淘汰の試練に耐えられな
かった」者までを含む集団として考えると，大多数の
男子学生が入学後に大きな困難を感じるものと判断さ
れる．実際，百田５）は，自身の経験として，「男子学
生のために…さまざまな配慮をしていただいたと思い
ます．しかしながら私は，相変わらず看護には興味が
持てず…成績は散々でした」と述べている．その後，
百田は，卒業研究への取り組みや指導教官からの後押
しなどを通じて積極的姿勢に転換した，と述べている
が，実際には，男子学生においては，姿勢を積極的な
総数 男子 女子 男子の割合（％）
２００７～２００９年度入学者数 ７０４７７ ８４８０ ６１９９７ １２．０
２０１０～２０１２年度卒業者数 ６１２８６ ６７２６ ５４５６０ １１．０＊
２００９～２０１１年度卒業延期者数 ５７０８ １０４５ ４６６３ １８．３＋＊
２０１０～２０１２年度前年度卒業延期者数 ５１０１ ９１２ ４１８９ １７．９＋＊
２００９～２０１１年度卒業延期から２０１０～２０１２年度に卒業した者の数 ６０７ １３３ ４７４ ２１．９＋＊
２０１０～２０１２年度卒業生のうち３年で卒業した者の数 ６０６７９ ６５９３ ５４０８６ １０．９＊
２００７～２００９年度入学者数に占める割合（％） ８６．１ ７７．７ ８７．２＊
＋＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に多い
＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に少ない
２０歳未満 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０歳以上 計
男子 大学 ８８．０＊ １０．１＋＊ １．６＋＊ ０．３ １００
短期大学３年課程 ７２．２＊ ２１．０＋＊ ５．８＋＊ １．１＋＊ １００
看護師３年課程 ５６．４＊ ３２．０＋＊ １０．９＋＊ ０．７＊ １００
女子 大学 ９５．８ ３．３ ０．７ ０．２ １００
短期大学３年課程 ９０．０ ７．０ ２．４ ０．７ １００
看護師３年課程 ７７．３ １４．７ ７．０ １．０ １００
＋＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に多い
＊： P＜０．０１，χ２検定，男子が有意に少ない
表３．２０１０～２０１２年度卒業の通算結果，看護師３年課程．
表４．２００７～２０１２年度入学者の年齢分布（％）．
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ものへ逆転させることは容易ではないであろう．
大学・短期大学３年課程・看護師３年課程のスト
レート率を見ると，特に男子学生ではこの順に低下が
著しかった．これが何に起因するのかは今回の研究で
は明らかにはできない．例えば，入学者の年齢分布
は，３つの養成所いずれにおいても男子が「高齢」で
あったが，このことがストレート卒業率にどれほど寄
与するのかを推定することは，限られたデータの中で
は不可能であった．男子の２０歳未満の率は，３種類の
養成所の間で最大約３２ポイント，女子では最大約１８ポ
イントも差があるが，ストレート卒業率の差は男子で
最大約１０ポイント，女子で約７ポイントであって，少
なくとも年齢分布の違いがダイレクトにストレート卒
業率の差に反映されてはいない．２０～３０歳代の学生が
多くなると，彼らの中に連帯意識が生まれ，かえって
精神的には好都合な状態となる可能性も考えられる．
堤・河村６）は，大学と専門学校の男子学生に調査を
行った結果を報告しており，「授業・演習での女子学
生との協力に困難が伴わない」とした割合は，大学で
９２．３％だったのに対し，専門学校では８７．５％と低く，
専門学校の男子学生がより困難を感じている結果と
なっていた．また，「他の男子学生とよくコミュニ
ケーションを取っている」とした割合は大学で１００％
だったのに対し，専門学校では６２．５％と低く，かつこ
れはかなり大きな差と考えられる．
ところが，飯高・多喜田１）の調査の対象は大学生，
豊嶋ら２）および高橋ら３）の対象は専門学校生であった
が，これらの報告を見る限り，男子学生が感じる困難
については，大学も専門学校も，例えば「女子学生が
多いため居場所がないと感じる」ことなど，両者の間
に本質的な差は見出せない．また，短期大学３年課程
と看護師３年課程とは同じ修業年限であるにも拘わら
ず，両者の間にも差があったことから，修業年限はあ
まり関係していないと考えられる．さらに，入学時の
男子学生の割合は，看護師３年課程が，３者の中では
最高の１２％であって，男子の「マイノリティ」の程度
は最も弱いことになることから，「同学年における男
子学生の割合」が大きく関係しているとは言えない．
従って，今回，大学・短期大学３年課程・看護師３年
課程の間において，ストレート卒業率に差を生じたこ
とは，学校の支援態勢などの差に基づいている可能性
もある．ストレート卒業を阻害する要因が何であろう
と，看護学科の男子学生に対しては，教員や職員の強
力な支援が必要であると考えられた．
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Estimation of graduation rates of male students from nursing schools
Motoi Nishi
Department of Fundamental Health Sciences
Health Sciences University of Hokkaido
Summary
It is said that male students in a nursing school have various difficulties on leading their school life．Us-
ing the data on the internet published by the Japanese Government，graduation rates of male students
from３ kinds of nursing school （university，junior college of ３year course，and vocational school of ３
year course）． In all of these schools， rates of male students within graduates and within those who
graduated in３（or４） years were significantly low．Rates of male students within those who could not
graduate and within those who could not graduate in the previous year were significantly high．８７．１％
of male students graduated from a university in ４ years，７９．３％，from a junior college in ３ years，and
７７．７％ from a vocation school in３ years．All of these rates were significantly lower than those of female
students．Various supports to male students from professors and staffs are necessary．
Key words： graduation，governmental data，male，nursing school．
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